
                               

                               

                               

                               

                               

っ
た
私
も
今
で
は
、
子
供
と
一
緒
に
劇
団
四
季
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
大
学
で
児
童
福
祉
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を

契
機
に
、「
子
供
の
成
長
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
警
察
官
を
志
し
ま
し
た
。
夢

が
叶
い
、
警
察
官
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
気
持
ち
は
、

今
も
変
わ
ら
ず
い
つ
も
心
に
あ
り
ま
す
。
平
成
１
３

年
に
は
、
当
時
の
武
生
警
察
署
駅
前
交
番
で
勤
務

し
、「
ハ
コ
ヅ
メ
～
た
た
か
う
！
交
番
女
子
～
」
の
よ

う
に
、
自
転
車
で
駅
周
辺
を
警
ら
活
動
し
た
り
、
交

番
で
、
道
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、
刑
事

課
で
勤
務
し
、
殺
人
事
件
や
汚
職
事
件
の
捜
査
の

た
め
、
連
日
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。 

私
は
少
年
事
件
特
捜
係
等
、
主
に
生
活
安
全
に

関
す
る
部
門
で
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
勤
務
を

し
て
き
て
、
自
分
の
力
が
及
ば
な
く
て
悔
し
い
、
つ
ら

い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
県
民
の
方
に「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
機
会
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
を
も
ら
え
る
よ
う
、
正
義
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
と
し
て
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲

間
た
ち
」
で
歌
わ
れ
る「
友
達
は
い
い
も
ん
だ
」
の
歌

詞
に
、「
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
、
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
。
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
ユ
タ

が
、
友
達
関
係
に
悩
み
元
気
を
な
く
し
て
い
る
と
、

座
敷
童
た
ち
に
励
ま
さ
れ
て
、
元
気
を
取
り
戻
し
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
い
く
場
面
で
歌
わ
れ

る
素
敵
な
曲
で
す
。
警
察
の
仕
事
は
、
一
人
で
は
で

き
な
い
仕
事
。
警
察
官
に
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
苦
労
が

あ
り
、
挫
け
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
つ
も
仲
間
と
一
緒
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
場
面
と
重
な
り
、
私
は
今
で
も
気
持
ち
が
落
ち
込

ん
だ
時
に
は
、
必
ず
そ
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
一
人
の
た
め
に
」「
み
ん
な
の
た

め
に
」
故
郷
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。 

来
年
２
月
１
９
日
（
土
）
、
越
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て「
第
２
３
回
福
井
県
警
察
音
楽
隊
定
期
演
奏
会 

初
め
ま
し
て
。
福
井
県
警
察
で
広
報
を
担
当
し
て

い
る
川
端
雪
恵
で
す
。 

私
は
、
越
前
市
生
ま
れ
で
、
武
生
南
小
学
校
、
武

生
第
２
中
学
校
出
身
で
す
。
日
野
山
と
茶
臼
山
と

村
国
山
を
毎
日
見
て
過
ご
し
ま
し
た
。
今
で
も
実
家

に
帰
っ
て
き
て
、
山
を
見
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。 

物
心
つ
い
た
時
か
ら
、
毎
年
、
夏
は
、
武
生
名
物

「
巨
大
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
で
、
柔
ら
か
い
ソ
フ
ト
を
ボ

タ
ボ
タ
と「
あ
～
垂
れ
て
る
が
！
」
と
姉
と
大
騒
ぎ
し

な
が
ら
食
べ
、
夏
は「
河
濯
さ
ん
祭
り
」
と「
武
生
花

火
大
会
」
、
秋
は「
武
生
菊
人
形
」
に
行
き
、
Ｏ
Ｓ
Ｋ
を

観
て
大
観
覧
車
に
乗
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
、
大
み
そ
か

は
、
辛
み
大
根
が
効
い
た
お
ろ
し
蕎
麦
で
締
め
く
く

り
・
・
・
と
、
ど
っ
ぷ
り
武
生
っ
子
。
平
成
９
年
警
察
官

を
拝
命
し
、
今
年
で
２
４
年
目
。
武
生
警
察
署
（
現

在
の
越
前
警
察
署
）
時
代
に
結
婚
し
、
現
在
は
、
絶

賛
思
春
期
真
っ
只
中
の
長
男
（
高
３
）
、
次
男
（
中
３
）

を
子
育
て
中
で
す
。 

 

 

幼
少
期
、
当
時
の「
武
生
市
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
は
毎

年
の
よ
う
に
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

来
て
い
て
、
私
は
母
に
連
れ
ら
れ
、
劇
場
に
観
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
初
め
て
観
た
の
は
、「
ユ
タ
と
不
思
議
な

仲
間
た
ち
」
。
当
時
、
ユ
タ
と
一
緒
に
会
場
み
ん
な
で

歌
っ
た
の
が
、
す
ご
く
楽
し
く
、
嬉
し
く
で
大
き
な
声

で
歌
っ
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
あ
れ
か

ら
、
４
０
年
位
経
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
小
さ
い
時
に

感
動
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
思
い
出
す
の
で
す
か
ら

「
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
」
は
、
貴
重
な
経
験
な
の
で
す

ね
。
越
前
市
は
毎
年
、
武
生
国
際
音
楽
祭
が
開
催
さ

れ
、
文
化
芸
術
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
親
に
な 

越前市文化センターだより 
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」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
福
井
県
警
察
音
楽

隊
は
、
昭
和
２
９
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
創
設
６

７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
県
民
と
の「
音
の
架
け

橋
」
と
し
て
、
県
内
各
地
で
演
奏
を
通
じ
、
交
通
安

全
、
防
犯
広
報
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
例
年
４
０
回
以
上
行
っ
て
い
た
派
遣
演
奏

も
、
昨
年
か
ら
激
減
し
、
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
１

０
分
の
１
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た 

越
前
市
で
定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
の
は
、
今

回
が
初
め
て
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
福
井

県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

是
非
、
皆
様
、
会
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
音

楽
隊
員
一
同
、
会
場
で
皆
様
に
演
奏
を
お
届
け
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
定
期
演
奏
会
の
模
様
は
、
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
福
井
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
坂
井
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
会
場
に
お
越
し
い
た

だ
け
な
い
方
も
、
是
非
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
御
覧
く

だ
さ
い
。 

  

福
井
県
警
察
で
は
、
昨
年
４
月
に
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を

開
設
し
、
現
在
、
交
通
安
全
、
防
犯
に
関
す
る
情

報
等
を
配
信
中
で
す
。 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
交
通
安
全
、
防
犯

に
関
す
る
情
報
の
ほ
か
、
福
井
県
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
、
御
登
録
く

だ
さ
い
。 

  
 

 

Twitter YouTube 

♪福井県警察からの情報はこちらから♪ 

２
月
の
公
演
が 

今
か
ら
楽
し
み
で
す
！ 

第２２回福井県警察音楽隊 

定期演奏会の様子 

福井県警音楽隊男性ダンスチーム 

「ポリリズム」 

川端雪恵さん 
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映画上映会 

日 時：2021 年 10月 3日（日）10時～、14時～（2回上映 上映時間 89分） 

会 場：越前市文化センター 小ホール 

入場料：一般 1,000円 友の会 800円 大学生以下 500円 

 アイルランド、セネガル、ブラジル、モロッコ、中国…。世界中から 11 歳から 15 歳の子どもたちがフランスにや

って来た。これから 1 年間、パリ市内にある中学校の同じ適応クラスで一緒に過ごすことになる。 24 名の生徒、

20 の国籍…。この世界の縮図のような多文化学級で、フランスで新生活を始めたばかりの十代の彼らが見せてく

れる無邪気さ、熱意、そして悩み。果たして宗教の違いや国籍の違いを乗り越えて友情を育むことは出来るのだろ

うか。そんな先入観をいい意味で裏切り、私たちに未来への希望を見せてくれる作品。 

 在住外国人の割合が多い越前市。市内の学校でも外国人の子どもたちが多く学んでいます。 

市では多文化共生プランが策定され、「いろいろな国の人たちが、お互いに認め合い、お互いに支えあい、郷土の

愛着をもって共に創り上げる住み良いまち 越前市」という基本理念を掲げています。 

身近になっている「多文化共生」映画鑑賞で考えてみませんか。 

24 人の生徒、20 の国籍、24 のストーリー。 

フランス中を感動に包んだドキュメンタリー。 

 

オペラ 森は生きている 

日 時：2021年 11月 27日（土）14時～ 

会 場：越前市文化センター 大ホール 

入場料：一般 4,000円 友の会 3,600 円 大学生以下 1,000 円 

 わがままな女王の気まぐれからはじまったかごいっぱいの金貨につられたマツユキ草探し。 
むりやり冬の森へ行かされた〈むすめ〉が 出会ったのは〈時間〉をつかさどる自然のまもり手一月から十

二月までの十二人の〈月の精〉たちだった。 

“もえろ もえろ あざやかに” 

月たちが歌う焚き火のぬくもりのなかで〈むすめ〉はなにをもらったか？ 

女王はなにを学んだか？ 家族で楽しめるオペラです。 

オペラシアターこんにゃく座とは… 

こんにゃく体操による身体訓練を続け、言葉（日本語）がはっきりわかるオペラを創作上演するオペラ劇団として１９７１年に創立。マ

イクを使用しない生の歌声、ピアノを主とした様々な楽器の生演奏による作品を多数上演している。歌役者の歌い語り演じる力によっ

て、こどもからおとなまで楽しめる多彩な作品をレパートリーとし、年間約２００公演を上演する。 

越前市文化センタージュニア合唱団 

こうのとり日記 

吹奏楽でなつかしいポップスを～New Sounds in BRASS名曲コンサート～ 

合同練習が始まりました！！ 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、残念ながら延期となってしまった

「吹奏楽でなつかしいポップスを～New Sounds in BRASS」の合同練習が 6

月 6日より始まりました！ 

約 100 名の参加者が集まり、3 名の指揮者（篠田洋さん、奥田健雄さん、植田

薫さん）からの熱い指導を受け、濃い！初回練習となりました。 

公演は来年（令和 4 年）の 6 月を予定しています。これから約一年をかけて練習を進めていきます。大編成・大

迫力の吹奏楽演奏をお楽しみに！（公演の詳細については、改めてお知らせをさせて頂きます。） 

９月１９日 日ようび 

今年になって初めてのステージ「越前市民音楽祭」に出演して、「未知という名

の船に乗り」と「十二月の歌」の２曲を歌いました。 

昨年入団した団員は初めての大ホールステージでの発表でした。 

８月は練習が１回もできなくて、たくさんのお客さんの前で歌うのはちょっと緊

張しましたが、団員みんなで歌うのはとっても楽しかったです。 

１０月にはふるさと絵本館石石での発表があるのでがんばります！ 

いっしょにうたおっさー♪ 

８月２２日（日）に楽器体験会を開催した「おとまち福井」プロジェクト。越前市では打楽器＆サックスのラテン音楽サークルが

始まっています。現在、幅広い年齢の受講生が打楽器１３名、サックス１１名で一緒に練習しています。各市町のいろいろな楽器

の受講生が集まる発表会は来年３月を予定しています。（こちらも詳細は改めてお知らせいたします。） 

おとまち福井打楽器＆サックスラテン音楽サークル 始動！！ 


